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 私が研修医として働きだしてから、1 年半が過ぎました
が、振り返ってみるとアッという間であったように感じま
す。人の命を背負うという責任感もあり、日々緊張の連続
ですが、医師としての仕事の面白さややりがいも感じる事
ができ、この仕事を選んで本当に良かったと思います。 
 まだ、1 年半という短い期間ですが、多くの症例を経験
し、臨床に対して熱意のある先生方に指導して頂き非常に
勉強になりました。 
 各専門科の先生にコンサルトする機会も多い為、自然と
診療科の壁を越え、色々な先生方と繋がりができ、多くの
指導、助言を頂きました。 
 患者様を診る時も、上級医師が私に治療の主導権を与え
てくれ、後で細かい所までチェックして下さり、ただ教え
て頂くのではなく、まず私が考えて治療をするという環境
を用意して頂いているのは、非常に勉強になります。 
 初期研修として当院で働くのは後半年ですが、恵まれた
環境を無駄にせず、日々モチベーションを高く保って精進
していきたいと思います。 

（研修医 野山 裕揮）

 

法
）、
逆
流
血
管
を
数
カ

所
糸
で
し
ば
り
流
れ
を

止
め
る
（
高
位
結
紮
手

術
）、
瘤
に
な
っ
て
い
る

静
脈
全
体
を
除
去
す
る

（
静
脈
抜
去
手
術
）
と

い
う
方
法
で
行
っ
て
い

ま
す
。
硬
化
療
法
は
2

0

0

8
年
か
ら
は
ポ

リ
ド
カ
ノ
ー
ル
と
い
う

下
肢
静
脈
瘤
専
用
の
硬

化
剤
を
使
用
し
て
こ
れ

を
空
気
と

1
対

2

の

割
合
で
懸
濁
さ
せ
て
行

う
F

o

r

m
硬
化
療

法
を
始
め
て
お
り
ま

す
。
ま
れ
に
色
素
沈
着

を
生
じ
ま
す
が
瘤
の
硬

化
作
用
は
強
力
で
主
に

網
目
状
タ
イ
プ
の
静
脈

瘤
に
使
用
し
て
お
り
ま

す
。
静
脈
抜
去
術
は
伏

在
型
の
静
脈
瘤
に
対
す

る
方
法
で
す
が
、
当
科
で
は

内
翻
式
の
ス
ト
リ
ッ
パ
ー

を
用
い
て
抜
去
を
行
い
周

囲
の
組
織
に
対
す
る
損
傷

を
最
小
限
に
す
る
方
法
で

行
っ
て
い
ま
す
（
図
1
）
。

皮
膚
炎
や
皮
膚
の
硬
化
（
図

2
）
、
色
素
沈
着
、
潰
瘍
を

呈
す
る
場
合
に
は
静
脈
瘤

だ
け
で
は
な
く
そ
の
皮
膚

病
変
の
直
下
ま
た
は
や
や皮膚脂肪硬化症（Lipodermatosclerosis)

頭
側
な
ど
に
不
全
穿
通
枝

と
呼
ば
れ
る
深
部
静
脈
と

の
交
通
枝
が
あ
り
そ
の
逆

流
が
皮
膚
症
状
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
ま
ず
エ

コ
ー
で
原
因
と
な
っ
て
い

る
不
全
穿
通
枝
を
確
認
し

そ
の
太
さ
（
3

mm
以
上
が

異
常
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）

を
計
測
す
る
の
が
重
要
で

す
。
皮
膚
症
状
の
原
因
と
な

る
不
全
穿
通
枝
が
見
ら
れ

た
場
合
は
そ
の
逆
流
を
遮

断
す
る
の
が
治
療
と
な
り

ま
す
が
、
炎
症
の
あ
る
部
分

を
皮
膚
切
開
す
る
場
合
は

要
注
意
で
、
メ
ス
を
入
れ
た

所
が
潰
瘍
に
な
り
難
治
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
細

径
の
内
視
鏡
を
使
っ
て
少
し
離

れ
た
部
位
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
痛
ん
だ
皮
膚
の
下
に
あ
る
穿

通
枝
を
超
音
波
メ
ス
で
遮
断
す

る
S

E

P

S(

内
視
鏡
下
筋

膜
下
不
全
穿
通
枝
切
離
術)

と

呼
ば
れ
る
治
療
法
が
あ
り
ま
す

（
図
3
）
。
当
科
で
は
本
年
よ

り
こ
の
S

E

P

S 

手
術
を

静
脈
う
っ
滞
性
皮
膚
病
変
を
伴

う
静
脈
瘤
の
治
療
戦
略
の
一
つ

と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。
適
応

を
き
っ
ち
り
と
診
断
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
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潰
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地域医療と地域連携の向上を目
指す開業医の先生方へのインタビ
ュー第 2 回目は、垂水区医師会副
会長でもある江草クリニックの江
草康夫先生に平成 22 年 11 月4日に
お話を伺いに行ってきました。江
草先生は、以前から医師会の広報
を担当しておられ、他の病院の地
域医療の取り組みや先生方からの
ご意見やご要望を聞く事ができ、

とても貴重な経験となりました。 
Q：病院の地域医療について 
A：ここ数年前から、病院では患者さんを呼ぶ時「患者様」
という呼び方が使われるようになりました。サービスの向
上を意識しているのか、いつの間にかそれが定着してきて
いるようです。ただ、医師同士の間では患者さんとの距離
感や違和感があるとして「患者様」と呼ぶことに少し疑問
をもっている医師も多数おられるようです。病院によって
は「患者様」から「患者さん」と呼び方を戻すところも増
えてきており、院内に呼称変更の掲示をしているところも
あるみたいです。 
Q：病院と医院との病診連携について 
A：開業医の先生方は、自分の患者さんを病院へ紹介する
とき、やはり顔を知っている先生にお願いをすることが多
いように思います。紹介先の病院に自分の知っている先生
がいないと連携室を通してもなかなかお願いしにくいの
が現状です。やはり、お互いの顔を知ってｆａｃｅ ｔｏ
ｆａｃｅの関係で連携をとっていくことが病診連携の発
展に繋がっていくのではないでしょうか。 

（地域医療連携室 友尻 あや）
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に
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催
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。
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瀧
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ま
た
、
当
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の
山
村
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長
に
よ
る
バ
リ

ト
ン
独
唱
も
あ
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
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。
コ
ン
サ
ー
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に
は
病
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患
者
様
だ

け
で
な
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地
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の
方
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も
多
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し
て

下
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ま
し
た
。
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だ
っ
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な
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『
ふ
る
さ
と
』
の
大
合
唱
で
は
涙
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れ
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い
る
患
者
様
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

単
調
に
な
り
が
ち
な
入
院
生
活
の
な
か

で
患
者
様
に
と
っ
て
癒
し
の
時
間
を
お
過

ご
し
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 今

後
も
機
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を
持
ち
、
地
域
住
民
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

ることで、患者様により安全で充実した医療を受けて頂
けることです。 
具体的には次のようなものです。 
＊紙カルテにおける「保管場所の検索」「使用部署への搬
送」がなくなり、院内各所で必要な情報を速やかに入手
できる。 
＊手書きした文字より読み易く、理解し易い。 
＊文章の引用機能により、転記間違いが起こりにくい。 
＊電子カルテの記録・参照には利用者登録が必要であり、
操作記録が残ることでセキュリティが保たれるなど。 
当院では電子カルテ導入と同時に、外来診察室に医療ク

ラークを配置し、医師の操作補助を行うことで、診療が
スムーズに行えるように工夫しています。 
また、今後は専門的知識を持った看護師を複数配置し、

気軽に様々な相談をして頂けるよう、外来看護の充実を
図っていきたいと思います。 
電子カルテは必ずしも待ち時間の短縮などにはつなが

らず、医療者が画面を見る時間も多くなりがちですが、
患者様との対話を重視し、より良い医療を行えるよう職
員一同頑張って行きます。 
 

（システム管理室 竹内 慎一）

平成22年 9月より電子カルテを
導入しました。 
電子カルテ導入による患者様にと
っての最大のメリットは、院内の
あらゆる部署での情報の共有が可
能となり、チーム医療が推進され

るい方が多く、経過も順調でこの病院にして良かったで
す」というお声を頂きました。 
 外科病棟では、個性豊かな信頼できる医師達と、明る
く愉快な看護師達が入院から手術、退院まで、寄り添い、
回復を共に感じ、喜べるようなアットホームな病棟を目
指して頑張っています。 

50 歳男性より 
「初めて手術を受けることにな
り、インターネットで近隣の良い
病院を探して、この病院に来まし
た。“良い”と評価を受けている事
もあって、手術は不安でしたが、
安心してお願いする事が出来まし
た。看護師さんもおもしろく、明
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ザ
A

H

1

N

1
騒
動
は
、
3

月
ま
で
に
推
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。
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迎
え
ま
し
た
の
で
、
昨
年
の
今
頃
は

大
流
行
の
ま
っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
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10
月
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。
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ニ
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。
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当
院
で
施
行
し
ま
し
た
平
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年
9
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以
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A
型
、
B
型
、
C
型
の
違
い
は
、
ウ
イ
ル

ス
粒
子
を
構
成
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
あ
る
部

分
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違
い
に
基
づ
い
て
分
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さ
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ま
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A
型
は
多
く
の
変
異
株
が
あ
り
、
世
界
的
な
大

流
行
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
流
行

っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
か
つ
て
ス
ペ

イ
ン
風
邪
、
ホ
ン
コ
ン
風
邪
と
い
わ
れ
た
も
の

は
い
ず
れ
も
A
型
で
す
。
B
型
も
流
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が
あ

り
ま
す
。
C
型
は
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が
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で
す
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イ
ン
フ
ル
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ン
ザ
ウ
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者
の
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し
ゃ
み
や
咳
、
痰
な
ど
で
吐
き
出
さ
れ
る
微
粒
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を
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る
「
飛
沫
感
染
」

が
中
心
で
す
。
室
内
で
感
染
者
が
く
し
ゃ
み
な
ど

を
し
た
後
に
し
ば
ら
く
空
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る

う
ち
に
他
の
人
の
呼
吸
器
に
吸
い
込
ま
れ
ま
る

「
空
気
感
染
」
や
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
衣
服

な
ど
に
触
れ
て
お
こ
る
「
接
触
感
染
」
も
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

★
ワ
ク
チ
ン
は
効
く
の
？ 

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
健
康
な
成
人

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
発
症
予
防
効
果
は

70
～
90
％
と
高
い
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
高
齢
者
の
死
亡
の
危
険

を
減
ら
す
な
ど
、 

重
症
化
を
防
止
す
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
て
お
り
、
新
型
+
季
節
型
2
種
の
入
っ

た
3
価
ワ
ク
チ
ン
で
す
。 

★
治
療
は
？ 

 

大
多
数
の
人
で
は
特
に
治
療
を
行
な
わ
な
く
て

も
約
1
週
間
で
自
然
治
癒
し
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を
も
つ
人
で

①栄養と休養をとって体力をつけ、抵抗力を高める
②人ごみを避ける、マスクをする、外出後は手洗いと
うがいをする 
③万一かかった場合はエチケットマスクをして周囲へ
の感染を防ぐ 

日常生活でできる予防法

は
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど

を
併
発
し
た
り
基
礎
疾
患
の

悪
化
を
招
い
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

最
近
は
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
薬
が
あ
り
、
症
状
が
出
て

か
ら

48
時
間
以
内
に
服
用

す
る
こ
と
で
、
病
気
の
期
間

を
短
く
し
、
症
状
の
悪
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
は
一
般
の
薬
局
や

薬
店
で
は
買
え
ま
せ
ん
の
で

医
療
機
関
を
受
診
し
、
医
師

に
処
方
し
て
も
ら
い
ま
す
。

（
小
児
科 

山
岡 

利
佳
） 

内翻式静脈抜去術  



医療安全とは、「患者の安全を確保するためには、まず、我々
医療従事者の不断の努力が求められる。日常診療の過程にいく
つかのチェックポイントを設ける、単独の過ちが即に医療事故
というかたちで患者様に実害を及ぼすことのないような仕組
みを院内に構築する。」という基本理念のもと、それぞれの医
療従事者の個人レベルでの事故防止対策と、医療施設全体の組
織的な事故防止対策の二つの対策を推し進めることによって
医療事故を無くし、患者様が安心して安全な医療を受けられる
環境を整えることを目標としています。病院長のリーダーシッ
プのもと、全職員がそれぞれの立場から、患者様の安全を確保
しつつ必要な医療を提供していくよう取り組んでいます。その
中心となるのが医療安全管理委員会と医療安全管理室です。患
者様と直接係ることは少ないですが、患者様の安全のために働
いております。 

医療安全管理室 笹山留美

 
 
 

策
で
す
。
こ
れ
ま
で
床
ず
れ
が
出
来
る
の

は
主
に
体
位
変
換
な
ど
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
体
位
変
換
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
重
要
な
の
が
栄
養
管
理
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
管

理
を
十
分
に
行
っ
た
場
合
、
床
ず
れ
の
発

生
頻
度
が
減
少
し
、
発
生
し
た
場
合
で
も

治
療
期
間
が
著
し
く
短
く
な
る
こ
と
が

原
因
複
雑 

重
症
の
可
能
性
も 

１
、
は
じ
め
に 

頭
痛
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
は
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
は
一
時
的
な
痛

み
で
い
つ
の
間
に
か
治
り
ま
す
。
激
し
い

頭
痛
で
吐
き
気
や
意
識
障
害
を
伴
う
と
病

院
を
受
診
し
ま
す
が
、
緊
急
治
療
を
要
す

る
よ
う
な
病
気
で
も
我
慢
で
き
る
程
度
の

痛
み
で
治
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
診
断
が
困

難
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

２
、
激
し
い
頭
痛
を
起
こ
す
病
気 

く
も
膜
下
出
血
、
脳
動
脈
解
離
、
髄
膜

炎
、
片
頭
痛
、
群
発
頭
痛 

 
な
ど 

３
、
緊
急
治
療
を
要
す
る
激
し
い
頭
痛 

緊
急
治
療
を
要
す
る
脳
の
病
気
で
思
い

つ
く
の
は
脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
で
は
な
い

で

し

ょ

う

か
。
し
か
し
、

意
外
に
も
頭

痛
を
伴
わ
な

い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

脳
梗
塞
や
脳

内
出
血
の
う

ち
緊
急
治
療

を
必
要
と
す

る
よ
う
な
も

の
は
麻
痺
や

言
語
障
害
を

起
こ
し
頭
痛

の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
病
院
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
麻
痺
や
言
語
障
害
が
な
い
脳
梗
塞
や

脳
内
出
血
は
放
置
し
て
お
い
て
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
緊
急
性
は
低
い
と
言

え
ま
す
。 

最
も
怖
い
病
気
は
、
く
も
膜
下
出
血
で

す
。
く
も
膜
下
出
血
は
脳
出
血
の
一
つ
で
す

が
通
常
は
麻
痺
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
は
意
識
障
害
や
激
し
い
嘔
吐
を
伴

い
ま
す
の
で
救
急
車
で
運
ば
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
軽
症
の
く
も
膜
下
出

血
の
場
合
『
昨
日
頭
痛
が
し
た
』
か
ら
と
自

分
で
車
を
運
転
し
来
院
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と

『
今
ま
で
に
な
い
頭
痛
』
を
経
験
さ
れ
て
い

ま
す
。
発
病
率
は
人
口
10
万
人

あ
た
り
年
間
10
～
20
人
と
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
死
亡
率
の
高

い
病
気
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
確

率
は
高
く
な
り
ま
す
。
脳
動
脈
瘤

が
主
な
原
因
で
す
が
出
血
予
防

の
治
療
が
可
能
で
す
。 

次
に
脳
動
脈
解
離
と
い
っ
て

脳
神
経
の
専
門
医
師
で
も
診
断

が
困
難
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。

『
動
脈
解
離
っ
て
何
？
』
と
思
わ

れ
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。
簡
単

に
言
う
と
血
管
が
裂
け
て
い
く

病
気
で
す
。
肉
眼
で
見
え
る
よ
う

な
太
さ
の
動
脈
の
壁
に
は
痛
み

を
感
じ
る
神
経
が
あ
り
、
血
管
が

裂
け
る
と
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
動

脈
の
壁
は
内
膜
、
中
膜
、
外
膜
と

三
層
の
構
造
で
で
き
て
い
ま
す
。

内
膜
や
中
膜
が
裂
け
る
と
、
動
脈

の
壁
内
（
解
離
腔
と
言
い
ま
す
）

に
血
液
が
流
れ
込
み
ま
す
（
図

１
）。 解

離
腔
は
、
血
液
の
流
れ
る
本

来
の
血
管
腔
を
狭
窄
さ
せ
ま
す
。

脳
動
脈
の
狭
窄
が
進
め
ば
頭
痛

と
供
に
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
ま
た
薄
く
な
っ
た
外
膜
が

破
れ
る
と
脳
出
血
と
な
り
ま
す
。

脳
梗
塞
や
脳
出
血
を
起
こ
し
て

し
ま
う
と
診
断
は
簡
単
に
な
り

ま
す
が
後
遺
症
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
原
因
は
動
脈
硬
化
の
み
な

ら
ず
頭
や
首
の
外
傷
に
よ
っ
て

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
動
脈
が
裂
け
る
こ

と
は
脳
の
い
か
な
る
血
管
に
も

起
こ
り
得
る
の
で
す
が
、 

椎
骨

脳
底
動
脈
と
い
う
首
の
後
ろ
に

あ
る
血
管
が
裂
け
や
す
く
後
頭

部
痛
を
生
じ
ま
す
（
図
２
）。
急

に
強
烈
な
痛
み
が
出
現
し
数
日

間
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

裂
け
る
現
象
が
止
ま
る
と
痛

み
は
治
ま
り
ま
す
が
、
血
管

壁
は
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
た

め
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
梗
塞

や
出
血
が
お
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
3
つ
目
は
髄
膜
炎

で
す
。
細
菌
性
、
ウ
イ
ル
ス

性
、
無
菌
性
な
ど
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
高
熱
や
吐
き

気
が
伴
い
ま
す
。
自
然
に
治

癒
す
る
こ
と
も
多
く
重
症
な

場
合
で
も
治
療
薬
の
進
歩
で

ほ
と
ん
ど
が
後
遺
症
な
く
治

り
ま
す
。 

４
、
激
痛
だ
が
生
命
の
危
険
性

の
な
い
頭
痛 

 

片
頭
痛
も
軽
い
時
と
激
痛

の
時
が
あ
り
ま
す
。
激
痛
で

あ
っ
て
も
生
命
の
危
険
性
は

 

糖
尿
病
外
来
に
来
ら
れ
て
い
る
患
者
様
の
半
数

に
白
癬
が
あ
り
ま
す
。
白
癬
は
痒
み
が
あ
り
、
趾
の

間
が
じ
く
じ
く
す
る
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
で

す
が
、
実
際
に
は
痒
み
を
伴
わ
な
い
角
質
増
殖
型
白

癬
（
乾
燥
、
肥
厚
し
痒
み
を
伴
わ
な
い
）
や
、
爪
白

癬
の
患
者
様
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
そ
れ
を
放

置
し
て
い
ま
す
。
ど
の
タ
イ
プ
の
白
癬
で
も
、
皮
膚

科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
治
療
を
開
始
す
る
と
随

分
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。 

糖
尿
病
は
、
血
管
が
傷
害
さ
れ
る
病
気
で
す
。
下

肢
動
脈
に
閉
塞
が
あ
る
と
、
小
さ
な
傷
が
す
ぐ
に
悪

化
し
て
下
肢
切
断
を
免
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
神
経
障
害

を
合
併
し
て
い
る
と
痛
み
を
感

じ
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
、
さ

ら
に
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま

す
。 当

院
に
は
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー

ム
が
あ
り
、
外
来
・
病
棟
看
護

師
、
皮
膚
科
、
糖
尿
病
内
科
、

血
管
外
科
、
整
形
外
科
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
様
の
足

の
状
態
応
じ
て
、
各
専
門
医
を

受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

胼
胝
や
変
形
が
ひ
ど
か
っ
た

り
、
足
趾
切
断
後
な
ど
、
特
別

な
靴
が
必
要
な
方
に
は
、
医
師

の
指
示
の
も
と
、
靴
作
製
専
門

の
業
者
に
依
頼
し
て
靴
の
作
製

や
、
ご
自
分
の
靴
の
調
整
も
し

て
い
ま
す
。 

 
 

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
「
毎
日
足
を
見
る
こ
と
」

が
大
切
で
す
。 

自
分
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
は
、
家
族
や

施
設
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

患
者
様
の
足
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
1
日

に
一
度
見
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

薬剤部では、患者様へお薬の説明をおこなっております。
入院患者様へは、お薬をきちんと飲むことができているか、

飲み方がわかりにくくないか、飲みづらいお薬はないか、お薬
の効果が出ているか、副作用は出ていないかなど、さまざまな
ことを確認させていただいております。また、現在お使いにな
っているお薬を持参して頂き、入院時に確認を行っているほ
か、退院時には、今後の生活において薬の服用方法・副作用で
注意する点があれば、お話させていただいております。眼軟膏
の使い方・湿布薬の貼り方・坐薬の保管方法・薬をのみ忘れた
時の対応・お薬の飲みあわせなど、何か気になることがござい
ましたら、看護師を通してでも結構ですので、お尋ねください。
（主治医に伝え忘れたこともお聞きします。） 
外来患者様へは、インスリンの操作や血糖測定の方法、吸入

指導などをおこなっております。詳しい説明や個室での面談を
ご希望の場合は、１階の薬剤部に直接いらしてください。その
際、病棟での担当薬剤師をご指名いただいても結構です。どう
ぞお気軽に声をおかけください。 

薬剤部 柴田香織

皆さん、ストーマをご存知ですか? 
ストーマとは人工肛門・人工膀胱を意味する言葉です。何らか
の原因によってストーマを造設した方は、ストーマ管理が必要
になります。当院でもストーマを造設した方には、退院までに
ストーマの管理方法についての指導を受けて頂いています。 
ところが最近は、入院期間がどんどん短縮している為、自信

満々で帰る方は少ないと思います。そこでストーマリハビリテ
ーションがとても大切になってきます。ストーマケアも初めて
行う時は初心者ですが、リハビリ(処置の練習や工夫など)を重ね
ることで自信が増し、日常生活も落ち着いてきます。 
当院では、スムーズケアの専門家である皮膚・排泄ケア認定

看護師が退院後のストーマ管理に関する悩みやご相談に対応さ
せて頂いております。 
現在、スムーズにケアができているという方も年齢、季節、

体調や体重の変化などによって、ストーマ管理が難しくなるこ
ともあります。困ったとき、困っていなくてもストーマの定期
的な健康診断に来てみませんか？お電話でお気軽にご相談下さ
い。 

ストーマ外来 池田未央

皆
さ
ん
、
「
N

S

T
」
っ

て
ご
存
知
で
す
か
？
「
N

S

T 

」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
す
る
と
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

の
略
が
最
初
に
来
ま
す
。
ま
た
、

医
療
界
で
「
N

S

T 

」
と
い

え
ば
お
産
の
時
に
使
わ
れ
る
言

葉
で
子
宮
収
縮
が
無
い
時
に
胎

児
心
拍
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
「
ノ

ン
・
ス
ト
レ
ス
・
テ
ス
ト
」
の

方
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

（
知
ら
な
い
と
医
師
、
看
護
師

に
は
成
れ
な
い
は
ず
!)

。
こ

こ
で
お
話
し
す
る
「
N

S

T 

」
は
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム(N
utr

iti
on 

Su
ppo

rt
 

T
eam

)

の
略
で
す
。「
N

S

T
」

に
は
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄

養
士
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技

師
、
理
学
療
法
士
と
い
っ
た
多

職
種
の
メ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ
、

チ
ー
ム
で
栄
養
管
理
を
行
い
ま

す
。 

「
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
家
族
の
誰
か
に
起
こ
れ
ば

一
大
事
で
、
皆
さ
ん
大
変
心
配

さ
れ
ま
す
。
で
も
入
院
し
て
し

ま
う
と
「
食
べ
ら
れ
な
い
＝
病

気
な
の
だ
か
ら
仕
方
の
な
い
こ

と
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

入
院
し
て
食
べ
ら
れ
な
い
と
直

ぐ
に
医
療
者
側
、
患
者
側
の
両

者
か
ら
点
滴
が
選
ば
れ
、
そ
れ

術中迅速とは手術中に行う検査です。当院では主に乳癌、胃
癌、卵巣腫瘍等に多く用いられます。 

この検査は、病変が良性（炎症等）、悪性（癌等）どちらなの
かを決めたり、病変を切除した面に取り残しがないか、周囲の
リンパ節等に転移がないかを確認する時に行います。 

患者様にとっては、病理専門医により良性・悪性の診断がさ
れ、適切な手術を受けていただくことができ、手術回数も少な
くて済みます。また、取り残しがないかを確認することによる
再発の可能性が低くなります。 
◎術中迅速病理診断の手順 

手術中に検査したい部分を最
小限切除し、それを病理検査室
で液体窒素により急速凍結しま
す。ここで写真のクリオスタッ
ト（凍結切片薄切装置）で約 4
～6μｍの厚さに切ります。それ
をスライドガラスに貼り付けて
特別な染色をします。これで迅
速診断に必要な標本（スライド
ガラス）の出来上がりです。 

最後にこの標本を病理専門医が顕微鏡で観察、診断し、手術
中の術者にすぐに報告します。 

臨床検査部 中元星司

ﾌﾞﾙｰﾄｩ症候群、第 3 趾は糖尿病性壊疸 

角
質
増
殖
型
足
白
癬
と
胼
胝
（
矢
印
部
分
） 

あ
り
ま
せ
ん
。
頭
痛
の
な
い
と
き
は
何
の

支
障
も
な
く
家
事
や
仕
事
が
で
き
ま
す

が
ひ
と
た
び
痛
み
だ
す
と
何
も
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
、

①
血
管
性
の
頭
痛
で
あ
り
心
臓
の
鼓

動
と
一
致
し
ズ
キ
ズ
キ
す
る
。 

②
若
い
女
性
に
多
く
加
齢
と
と
も
に

治
っ
て
い
く
。 

③
母
親
も
片
頭
痛
で
あ
っ
た
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

頭
痛
は
片
側
だ
け
で
な
く
両
側
に
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
供
に
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
片
頭
痛
は
繰
り
返
し

起
こ
る
頭
痛
で
あ
る
た
め
、
経
験
者
は
生

命
の
危
険
性
の
な
い
頭
痛
と
認
識
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

最
後
に
群
発
頭
痛
で
す
。
私
も
医
師
に

な
っ
て
5
年
目
の
時
に
初
め
て
診
察
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

眼
の
奥
が
え
ぐ
ら
れ
る
よ
う
に
痛
い
、

涙
が
出
る
と
の
訴
え
で
男
性
が
救
急
車

で
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
教
科
書
ど
お
り
の

症
状
で
し
た
の
で
診
断
に
は
悩
み
ま
せ

ん
で
し
た
が
教
科
書
ど
お
り
の
治
療
で

は
症
状
は
良
く
な
ら
ず 

困
惑
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
片
頭
痛
の
一
種
で

す
が
中
年
男
性
に
多
く
、
眼
の
奥
に
え
ぐ

ら
れ
る
よ
う
な
激
痛
が
あ
り
涙
が
流
れ
、

眼
が
充
血
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
診
断
は

容
易
で
す
が
激
痛
の
時
の
治
療
は
困
難

で
す
。 

５
、
最
後
に 

頭
痛
の
原
因
は
複
雑
で
こ
の
頭
痛
は

こ
う
す
れ
ば
治
る
と
簡
単
に
は
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
激
し
い
頭

痛
を
経
験
し
た
場
合
は
危
険
な
頭
痛
が

隠
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
頭
痛

持
ち
の
方
で
も
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
激
痛
の
時
は
か
か
り

つ
け
医
、
も
し
く
は
救
急
病
院
で
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
頭
痛
が
止
ま
っ
て
も

一
度
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

受
診
さ
れ
た
際
に
は
『
今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
頭
痛
』
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
脳
外
科 

安
尾 

健
作
）

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
院
の
N

S

T 

は
平
成
17
年
9
月
か
ら

準
備
を
開
始
し
て
、
そ
の
後
栄
養
管
理
を
行
う

対
象
者
を
次
第
に
拡
げ
、
平
成
18
年
10
月
か

ら
は
全
入
院
患
者
様
（
産
科
、
小
児
科
を
除
く
）

に
対
し
て
栄
養
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
担
当
医

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
N

S

T
で
回

診
・
検
討
会
を
行
い
協
力
し
て
栄
養
管
理
に
当

た
っ
て
お
り
ま
す
。
N

S

T
に
依
頼
の
あ
っ

た
件
数
は
平
成
20
年
度
44
件
、
平
成
21
年
度

87
件
で
し
た
。 

栄
養
管
理
は
医
療
の
基
本
で
す
。
当
院
で
は

N

S

T
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
、
今

年
10
月
か
ら
は
管
理
栄
養
士
1
名
を
N

S

T
専
属
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
外
科 

山
野 

智
基
） 

 

神戸市営地下鉄 
学園都市駅 

学が丘 1 丁目 

徒歩 5 分 

路線及び時刻表をご確認の上、お気を付けてお越し下さい。

神戸掖済会病院 

ＪＲ舞子駅 ＪＲ垂水駅

本多聞 4 丁目 

神戸市営地下鉄

名谷駅

徒歩 5 分 

神戸市バス 山陽バス 

で
一
安
心
し
て
し
ま
い
ま
す
。
確
か
に
点
滴
で

病
気
が
良
く
な
る
場
合
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。 

で
も
一
方
で
、
「
口
か
ら
食
べ
ら
れ
ず
に
長
期

間
点
滴
だ
け
し
て
い
る
と
中
々
具
合
が
良
く
な

ら
な
い
。
逆
に
元
の
病
気
以
外
の
病
気
が
出
て

く
る
場
合
が
あ
る
」
、
「
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
直
ぐ
に
元
気
に
な
る
」
と
い

う
こ
と
も
皆
さ
ん
経
験
的
に
は
良
く
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
点
滴
＝
血
管
か

ら
の
非
生
理
的
な
栄
養
補
給
」
よ
り
も
「
口
か

ら
腸
を
利
用
し
た
生
理
的
な
栄
養
補
給
」
の
方

が
同
じ
カ
ロ
リ
ー
量
を
投
与
し
て
も
早
く
栄
養

状
態
が
改
善
す
る
か
ら
で
す
。
栄
養
状
態
が
悪

い
と
病
気
で
治
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

し
、
免
疫
力
が
落
ち
て
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

N

S

T
活
動
の
成
功
例
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら

れ
る
の
が
床
ず
れ
（
褥
瘡
：
じ
ょ
く
そ
う
）
対


